
知▢…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　 川▢…川辺庁舎☎ 0993-56-1111　 頴▢…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　　　　　　　　

花
火
大
会

◆
時
間
　
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

◆
場
所
　
諏
訪
運
動
公
園

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
募
集

花
火
打
上
前
に
会
場
放
送
で
、
ご
希

望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
す
。

・
料
金…

１
件
１
万
円

・
申
込
み…

７
月
10
日
（
金
）
ま
で
に

 

市
商
工
会
川
辺
支
所

※

す
べ
て
の
募
集
に
お
い
て
、
川
辺
地
域

以
外
の
方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

南
九
州
市
商
工
会
川
辺
支
所

☎
０
９
９
３
ー
　 

ー
０
２
４
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

（m
inam

ikyushu.kasho
ren.o

r.jp

）

パ
レ
ー
ド

◆
時
間
　
午
後
４
時
〜

◆
場
所
　
川
辺
町
商
店
街

「
稚
児
行
列
」参
加
者
募
集

・
募
集
対
象…

５
歳
〜
小
学
１
年
生

・
参
加
費…

無
料

・
申
込
み…

７
月
10
日（
金
）ま
で
に

 

市
商
工
会
川
辺
支
所

壱
番
神
輿
の「
担
ぎ
手
」募
集

・
参
加
費…

１
千
円

・
必
要
品…

地
下
足
袋（
黒
ま
た
は
紺
）

 

サ
ラ
シ（
一
反
）

 
※

商
工
会
で
購
入
可

・
申
込
み…

７
月
６
日（
月
）ま
で
に

 

市
商
工
会
川
辺
支
所

弐
番
神
輿（
女
性
）の「
担
い
手
」募
集

・
募
集
対
象…

高
校
生
以
上
の
女
性

・
参
加
費…

１
千
円

・
必
要
品…

白
の
T
シ
ャ
ツ
、黒
の
ロ
ン

グ
ス
パ
ッ
ツ（
ス
キ
ニ
ー
）、

黒
足
袋（
４
枚
は
ぜ
）

・
申
込
み…

７
月
６
日
（
月
）
ま
で
に

 

市
商
工
会
川
辺
支
所

無
病
息
災
を
願
う「
稚
児
上
げ
」募
集

・
木
札
代…
１
千
円
〜

　
無
病
息
災
の
木
札
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
日
、
会
場
内
の
神
輿
担
当
者
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
開
催
日 

７
月
26
日（
日
）

◎
開
催
日 

７
月
26
日（
日
）

56

か
つ

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、

昨
年
12
月
に
南
九
州
市
名
誉
市
民
と

な
ら
れ
た
知
覧
町
出
身
の
赤
﨑
勇
氏

へ
、６
月
25
日
、鹿
児
島
市
内
に
て
、表

彰
状
、名
誉
市
民
章
お
よ
び
記
念
品

を
、直
接
市
長
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
展・Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

赤
﨑
勇
氏
の
「
２
０
１
４
年
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞 

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発

研
究
」パ
ネ
ル
展
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

を
、次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、赤
﨑
氏
の
研
究
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
場
所・期
間
＝

○
知
覧
庁
舎

　
６
月
25
日（
木
）～
７
月
２
日（
木
）

○
頴
娃
庁
舎 

　
７
月
６
日（
月
）～
16
日（
木
）

○
川
辺
庁
舎 

　
７
月
21
日（
火
）～
31
日（
金
）

［
担
当
］
知▢
総
務
課 

総
務
人
事
係

赤
﨑  

勇 

氏
へ

南
九
州
市
名
誉
市
民
章

を
贈
る

▲青色ＬＥＤを手に、笑顔の赤﨑勇 氏（左）
　と天野浩 氏（写真提供：名古屋大学）

催
　
し

池
田
湖　
水
の
バ
ス
ツ
ア
ー

■
日
時
＝
８
月
１
日（
土
）

	

午
前
９
時
～
午
後
２
時

	

※
小
雨
決
行

■
受
付
＝
午
前
９
時
～

■
集
合
＝
池
田
湖
売
店
前
湖
畔

■
日
程
＝　

○
環
境
講
演
会（
池
田
湖
の
歴
史
や
自

然
に
つ
い
て
）

○
池
田
湖
の
水
質
検
査
体
験

○
バ
ス
ツ
ア
ー

・池
富
士
（
出
発
）

・池
田
湖
中
央
管
理
所

・ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い

・馬
渡
川
頭
首
工

・青
戸
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド

・池
富
士
（
解
散
）

■
定
員
＝
80
人

■
申
込
締
切
＝
７
月
24
日（
金
）

※
参
加
料・昼
食
代
無
料

※
昼
食
会
場
は
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
切

◎
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
指
宿
市 

環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

　
☎
０
９
９
３ｰ

22ｰ

２
１
１
１

［
担
当
］
頴▢
支
所  

生
活
環
境
係
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【 消防団員の身分・待遇 】
◯ 年報酬：48,000円～（階級による）
◯ 出会手当：会議などの出会 3,000円

	 訓練などの活動 4,000円
◯ 補償制度：消防団活動中の負傷が対象
◯ 退職報奨金: ５年以上の在職で、勤務年数に応じて支給
※ 消防団活動に必要な被服などは貸与します。

【 主な活動内容 】
◯ 市民に対する啓発指導
　（防火広報、防火訪問など）
◯ 消防団が参加、主催する各種イベントへの参加
　（出初式など）
◯ 各種消防訓練への参加、補助
　（市総合防災訓練など）
◯ 災害時支援活動
　（負傷者救護、関係団体との連絡調整など）
※ 火災出動は行いません。

【 応募要領 】
◯ 応募資格：市内に居住する18歳以上の健康な女性
◯ 募集期限：7月31日（金）まで
◯ 募集人数：12人

　女性消防団員は、防災広報活動を中心に、防災訓練や災害時後方支援活動などを行う非常勤の特別地方公
務員です。全国各地で、すでに取り組みが始まっており、さまざまな防火防災活動を実施しています。
　あなたの力を災害のないまちづくりのためにお貸しください。

[担当] 知▢防災安全課 消防係
　　   頴▢・川▢支所 総務防災係

◎提出書類については市ホームページをご覧になるか、担当係までお問い合わせください。
なお、応募多数の場合は選考となりますのでご了承ください。

仲間を誘って、
積極的にご参加
ください！！

募
　
集

第
９
回
南
九
州
市
工
芸
品
創
作

技
術
コ
ン
ク
ー
ル 

作
品
募
集

川
辺
仏
壇
を

は
じ
め
と
す
る

市
内
各
地
に
伝

わ
る
伝
統
的
技

術・
技
法
を
活

か
し
た
商
品
開

発
や
、人
材
の

発
掘・確
保
を
図
る
た
め
、工
芸
品
の
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。新
デ
ザ
イ

ン
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
商

品
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
作
品
内
容
＝
創
作
工
芸
品
や
美
術
品

で
テ
ー
マ
は
自
由
と
し
ま
す
。

※
今
回
は
、頴
娃
地
域
に
関
連
す
る
縁
起

や
景
色
、自
然
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
作

品
を
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。

※
金
工
品
や
木
工
品
、漆
器
、陶
・
硝
子

製
品
な
ど（
仏
壇
本
体
を
除
く
）。

※
作
品
は
作
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
過
去
１

年
以
内
に
製
作
し
た
も
の（
別
の
コ

ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
な
ど
は
除
く
）。

ま
た
、販
売
価
格
を
表
示
し
、受
注
販

売
が
可
能
な
も
の
。

■
資
格
＝
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所

の
あ
る
企
業
、各
種
団
体
、グ
ル
ー
プ

お
よ
び
個
人

■
締
切
日
＝
平
成
28
年
１
月
８
日（
金
）

■
表
彰
内
容
＝
大
賞
、最
優
秀
賞
、優
秀

賞
、技
術
賞
お
よ
び
鹿
児
島
県
川
辺

仏
壇
協
同
組
合
理
事
長
賞　
各
１
点

※
副
賞
…
市
商
工
会
の
商
品
券

■
応
募
方
法
＝
各
支
所
地
域
振
興
係
、

商
工
水
産
係
、川
辺
仏
壇
協
同
組
合

に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、提
出

※
応
募
用
紙
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、担
当
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川▢
支
所  

地
域
振
興
係

介
護
保
険
施
設
事
業
者 

募
集

市
で
は
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者（
市
内
に
住
所
の
あ
る
法
人
な
ど
）を

募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、７
月
10
日
よ

り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
種
類
と
整
備
数
＝
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護 

１
カ
所
／
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護 

１
カ
所

■
説
明
会
＝
７
月
22
日（
水
）

　
午
後
２
時
～　
ひ
ま
わ
り
館

■
質
問・相
談
受
付
期
間
＝

　
７
月
27
日（
月
）～
８
月
５
日（
水
）

■
応
募
書
類
の
提
出
期
間
＝

　
８
月
24
日（
月
）～
９
月
11
日（
金
）

［
担
当
］
川▢
長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

南九州市消防団

9 June 2015

▲前回大賞作品（南九州味覚箱）

女性消防団員募集
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鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

障
害
者
委
託
訓
練
生 

募
集

■
訓
練
内
容
＝

○
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）の

基
本
操
作

○
仕
事
に
必
要
な
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習
得

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

■
訓
練
実
施
場
所
＝
本
町
公
民
館（
南

さ
つ
ま
市
加
世
田
本
町
）

■
受
講
料
＝
無
料

■
定
員
＝
８
人（
少
数
応
募
の
場
合
は

実
施
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

■
訓
練
期
間
＝
９
月
15
日（
火
）～
12
月

11
日（
金
）（
土
日
、祝
祭
日
は
休
み
）

■
応
募
資
格
＝
障
害
を
お
持
ち
で
、早

期
の
就
職
を
目
指
す
方

■
応
募
期
間
＝

　
７
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

■
応
募
方
法
＝
入
校
願
書
と
必
要
書
類

を
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、面
接
に
よ
る

選
考
が
あ
り
ま
す
。

※
入
校
願
書
と
必
要
書
類
、面
接
に
つ

い
て
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
﹈ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
世
田

☎
０
９
９
３-

53-

５
１
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

☎
０
９
９
３-

22-

４
１
３
５

●
野
外
活
動
の
あ
と
…
入
浴
し
、マ
ダ

ニ
に
か
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。特
に
わ
き
の
下
、足
の
付

け
根
、手
首
、膝
の
裏
、胸
の
下
、頭
部

（
髪
の
毛
の
中
）な
ど
を
注
意
し
て

見
ま
し
ょ
う
。

●
か
ま
れ
た
ら
…
マ
ダ
ニ
は
皮
膚
に

し
っ
か
り
と
口
器
を
突
き
刺
し
、長

時
間（
数
日
か
ら
長
い
も
の
は
10
日

間
以
上
）吸
血
し
ま
す
が
、か
ま
れ
た

こ
と
に
気
づ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
づ
い
た

ら
、引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、医
療
機
関

（
皮
膚
科
）で
の
処
置（
除
去
や
洗
浄

な
ど
）を
受
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
あ
と
の
数
週
間

は
、体
調
の
変
化
に
注
意
し
、発
熱
な

ど
の
症
状
が
現
れ
た
ら
、医
療
機
関

で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川▢
健
康
増
進
課 

保
健
予
防
係

水
難
事
故
や
災
害
を
防
ご
う
！

農
業
用
施
設
の
適
正
管
理
を

県
内
で
は
毎
年
、農
業
用
水
路
や
た

め
池
で
、水
難
、転
落
事
故
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。特
に
、夏
休
み
や
台
風
、

大
雨
の
時
期
は
事
故
も
多
く
な
り
ま

す
。子
ど
も
た
ち
が
水
路
や
た
め
池
、立

入
禁
止
の
看
板
や
フ
ェ
ン
ス
が
あ
る
場

所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
、地
域
で
の
見

守
り
や
声
か
け
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▲台紙に貼られた保険証
（色は異なります）

お
知
ら
せ

保
険
証
と
認
定
証
の
更
新

○
国
民
健
康
保
険
証（
国
保
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新

し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
郵
送
を
希
望
し
な
い
、ま
た
は
郵
送

先
を
変
更
し
た
い
方
は
７
月
３
日

（
金
）ま
で
に
各
庁
舎
担
当
係
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
時
期
＝
７
月
下
旬

■
郵
送
先
＝

国
保
…
世
帯
主
の
住
所
地

後
期
高
齢
…
本
人
の
住
所
地

※
保
険
証
は
台
紙
に
貼
ら
れ
た
状
態

（
左
の
写
真
）で
届
き
ま
す
。誤
っ
て

紛
失
さ
れ
る
事
の
な
い
よ
う
、取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
限
度
額
適
用
認
定
証

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

８
月
以
降
必
要
な
方
は
改
め
て
申
請

が
必
要
で
す
（
現
在
交
付
し
て
い
る
国

保
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

で
す
）。

申
請
さ
れ
た
月
か
ら
の
認
定
と
な
り

ま
す
の
で
、必
要
な
方
は
８
月
１
日
以

降
、各
庁
舎
担
当
係
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。な
お
、す
で
に
認
定
証
を

お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
の
方
は
、申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
入
院
時
の
食
事
代
の
負
担
軽
減

入
院
時
の
食
事
代
の
一
部
を
国
民
健

康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

■
対
象
者
＝
住
民
税
の
非
課
税
世
帯

■
申
請
方
法
＝
保
険
証
と
印
か
ん
を
持

参
の
上
、各
庁
舎
担
当
係
で
申
請

※
入
院
が
90
日
を
超
え
た
方
は
、改

め
て
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

［
担
当
］
川▢
健
康
増
進
課 

保
険
係

　
　

頴

▢▢

▢
・
知▢
支
所 

保
険
係

マ
ダ
ニ
の
感
染
症
に
注
意

マ
ダ
ニ
は
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
活

動
が
盛
ん
に
な
る
の
で
、森
林
や
草
む

ら
、や
ぶ
な
ど
に
入
る
場
合
に
は
、十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
草
む
ら
、や
ぶ
な
ど
に
入
る
場
合
…

長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、足
を
完
全
に
覆
う

靴
、帽
子
、手
袋
の
着
用
や
、首
に
タ

オ
ル
を
巻
く
な
ど
、肌
の
露
出
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
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ま
た
、日
頃
か

ら
各
農
家
や
地

域
ぐ
る
み
で
、農

地
、農
業
用
施
設

の
適
正
な
維
持

管
理
（
草
刈
り
、

砂
利
補
充
、泥
上

げ
、点
検
、補
修

な
ど
）を
行
い
、災
害
の
未
然
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◎
農
地
な
ど
が
災
害
を
受
け
た
と
き

は
、市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
、災
害
復
旧
事
業
と
認
定
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。管
理
内
容
は
、

写
真
な
ど
で
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
頴▢
耕
地
林
務
課  

管
理
係

　
　
　

知▢
・
川▢
支
所 

耕
地
林
務
係

毎
年
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
調
月
間
で
す

市
内
の
保
護
司
27
人
は
、罪
を
犯
し

た
人
の
更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、犯

罪
予
防
の
た
め
の
啓
発
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
、理

解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］
川▢
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

身
体
障
害
者
自
動
車
改
造
費
用

を
助
成
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
が
、所
有

し
運
転
す
る
自
動
車
の
改
造
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
＝
次
の
①
か
ら
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
が
、所
有
し
運
転
す

る
自
動
車
の
改
造
費
用
の
一
部
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
上
肢
、下
肢
、体
幹
機
能
障
害
な
ど
の

身
体
障
害
者
で
、自
動
車
の
改
造
が

必
要
な
方

③
自
動
車
運
転
免
許
証
に
、自
動
車
改

造
な
ど
の
条
件
が
付
い
て
い
る
方

④
就
労
な
ど
社
会
活
動
へ
の
参
加
に
効

果
が
認
め
ら
れ
る
方

■
助
成
限
度
額
＝

　
10
万
円（
１
台
に
つ
き
１
回
限
り
）

■
申
請
方
法
＝
自
動
車
を
改
造
す
る

前
に
、担
当
係
に
必
要
書
類
を
確
認

の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
運
転
免
許
取
得
費
用
を

助
成
し
ま
す

肢
体
不
自
由
も
し
く
は
聴
覚
障
害
の

身
体
障
害
者
手
帳
（
お
お
む
ね
４
級
以

上
）所
持
者
、ま
た
は
難
病
患
者
な
ど

が
、普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
＝
次
の
①
か
ら
⑤
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
の
、自
動
車
学
校
教

習
費
用
の
一
部
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
自
動
車
運
転
免
許
試
験
の
受
験
資
格

が
あ
る
方

③
公
安
委
員
会
の
身
体
障
害
者
適
性
試

験
で
自
動
車
、補
装
具
の
仕
様
な
ど

に
条
件
が
付
け
ら
れ
た
方

④
免
許
取
得
に
よ
り
、就
労
な
ど
社
会

活
動
へ
の
参
加
に
効
果
が
認
め
ら
れ

る
方

⑤
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
た
こ
と

が
な
い
方

■
助
成
額
＝
教
習
費
用
の
３
分
の
２

以
内（
限
度
額
10
万
円
）

■
申
請
方
法
＝
自
動
車
学
校
入
校
前

に
、担
当
係
に
必
要
書
類
を
確
認
の

上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
の
程
度
や
所
得
の
状
況
な
ど

に
よ
り
、助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。自
動
車
を
改
造
す

る
前
も
し
く
は
自
動
車
学
校
入
校

前
に
、必
ず
担
当
係
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈
川▢
福
祉
課 

障
害
福
祉
係

頴▢
・
知▢
支
所 

福
祉
係

６
月
23
日（
火
）～
29
日（
月
）

男
女
共
同
参
画
週
間

男
性
と
女
性
、だ
れ
も
が
自
分
ら
し

く
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女

共
同
参
画
社
会
」の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
、６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間

を
男
女
共
同
参
画
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

﹇
担
当
﹈
知▢
企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

ネ
パ
ー
ル
地
震
救
援
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
赤
十
字
社
で
は
「
２
０
１
５
年

ネ
パ
ー
ル
地
震
災
害
救
援
金
」を
７
月

31
日
（
金
）ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

﹇
問
﹈市
社
会
福
祉
協
議
会

 

川
辺
本
所 

☎
０
９
９
３-

56-

５
４
５
０

 

知
覧
支
所 

☎
０
９
９
３-

83-

３
９
６
１

 

頴
娃
支
所 

☎
０
９
９
３-

36-

１
２
５
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■
知
的
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）＝

○
新
平 

ひ
と
み（
頴
娃
町
別
府
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

38-

２
１
２
１

○
福
田 

容
子（
知
覧
町
郡
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

83-

２
８
４
４

○
大
谷 

順
子（
川
辺
町
田
部
田
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

58-

３
１
３
６

﹇
担
当
﹈
川▢
福
祉
課 

障
害
福
祉
係

あ
な
た
の
自
立
を
支
援
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
を
、

生
活
保
護
に
い
た
る
前
の
段
階
で
こ
ま

や
か
に
支
援
し
ま
す
。

生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、担
当
係
に

相
談
く
だ
さ
い
。

【
自
立
相
談
支
援
事
業
】

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
、生
活

保
護
を
受
給
す
る
こ
と
な
く
、早
い
段

階
で
自
立
し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、

支
援
員
が
相
談
を
受
け
、問
題
に
対
応

し
た
支
援
を
提
案
し
ま
す
。

【
住
宅
確
保
給
付
金
】

働
く
た
め
に
住
む
場
所
を
支
援
し
ま

す
。離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
や

住
居
を
失
う
恐
れ
の
あ
る
方
が
、安
心

し
て
就
職
活
動
を
行
え
る
よ
う
、期
限

付
き
で
家
賃
相
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、65
歳

未
満
で
離
職
し
て
２
年
以
内
の
方

が
け
に
隣
接
す
る
あ
な
た
の
お

住
ま
い
は
、安
全
で
す
か
？

「
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事

業
」は
、が
け
の
崩
壊
に
よ
り
、居
住
者

の
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ
る
危

険
住
宅
に
、安
全
な
場
所
へ
の
移
転
を

促
進
す
る
事
業
で
す
。

●
危
険
住
宅
…
次
の
図
の
と
お
り
、が

け
に
近
接
し
、昭
和
46
年
８
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
。ま
た
は
、

災
害
の
危
険
が
あ
り
、建
築
を
制
限

し
て
い
る
区
域
内
の
住
宅
。

●
移
転
す
る
場
合
の
補
助
金
…
事
前

（
契
約
な
ど
の
前
）に
事
業
内
容
や

実
施
時
期
に
つ
い
て
、協
議
が
必
要

で
す
。補
助
金
額
は
移
転
内
容
で
変

わ
り
ま
す
の
で
、担
当
係
に
相
談
く

だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈
知▢ 

建
築
住
宅
課 

建
築
係

浄
化
槽
法
定
検
査
を

必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い

浄
化
槽
は
、法
律
に
よ
り
、「
保
守
点

検
」と
「
清
掃
」が
適
正
に
行
わ
れ
水
質

が
正
常
で
あ
る
か
、検
査
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
（
公
財
）

鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査

員
が
、事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
た
検

査
日
に
伺
い
ま
す
の
で
、必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
検
査
は
業
者
が
行
う
保
守
点
検

と
は
別
の
も
の
で
す
。

■
検
査
料
金（
５
～
10
人
槽
）＝

○
単
独
処
理
浄
化
槽
…
４
千
円

○
合
併
処
理
浄
化
槽
…
６
千
円

﹇
問
］（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
９ｰ

２
９
６ｰ
９
０
０
０

　
　

川▢
市
民
生
活
課  
環
境
保
全
係

　
　

知▢
・
頴▢
支
所  

生
活
環
境
係

全
国
大
会
等
出
場
奨
励
金

学
校
教
育
、社
会
体
育
、文
化
活
動
に

お
け
る
九
州
大
会
規
模
以
上
の
大
会
に

出
場
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
へ
、市
か

ら
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、担
当
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈
川▢
保
健
体
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

知▢
・
頴▢
分
室  

教
育
振
興
課

狩
猟
免
許
試
験
の
実
施

■
日
程（
試
験
日・会
場
な
ど
）＝

○
１
回
目　
７
月
26
日（
日
）

　
南
薩
地
域
振
興
局  

指
宿
庁
舎

　
申
請
期
間
：
７
月
６
日（
月
）ま
で

○
２
回
目　
８
月
30
日（
日
）

　
南
薩
地
域
振
興
局  

本
庁
舎

　
申
請
期
間
：
７
月
７
日（
火
）～
８
月

　
　
　
　
　
　
10
日（
月
）

﹇
問
﹈南
薩
地
域
振
興
局  

林
務
水
産
課  

　
☎
０
９
９
３-

52-

１
３
３
５

相
　
談

障
害
の
お
悩
み
に
応
じ
ま
す

市
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
障
害
者
相
談

員
が
、身
体
障
害
や
知
的
障
害
に
関
す

る
悩
み
な
ど
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）＝

○
志
戸 

森
光（
頴
娃
町
牧
之
内
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

36-

０
３
０
６

○
新
留 

清
秀（
頴
娃
町
牧
之
内
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

36-

０
６
６
８

○
上
野 

春
男（
知
覧
町
永
里
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

84-

２
１
９
３

○
桑
代 
ひ
と
み（
知
覧
町
郡
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

83-

４
４
０
１

○
前
薗 
義
秋（
川
辺
町
平
山
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-

56-

２
９
２
２

○
田
中 

昌
昭（
川
辺
町
今
田
）

　
　
　
　
☎
０
９
９
３-
76-
０
０
８
１
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■
場
所
＝
南
さ
つ
ま
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
か
せ
だ

﹇
問
﹈ 県
庁 

社
会
福
祉
課 

恩
給
係

　
　
☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
８
２
８

特
設
人
権
相
談
所

家
庭
内
（
結
婚
、夫
婦
、親
子
、離
婚
、

相
続
）や
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、日

常
生
活
全
般
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、予
約
不
要
で
す
。秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■�
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
館

﹇
担
当
﹈
川▢
市
民
生
活
課 

市
民
係

※
資
産
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

﹇
担
当
﹈
川▢
福
祉
事
務
所 

生
活
支
援
係

移
動
援
護
相
談

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

対
す
る
援
護
や
、軍
人
恩
給
に
関
す
る

疑
問
な
ど
、県
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。相
談
内
容
に
関
す
る
資
料

が
あ
る
方
は
、当
日
会
場
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■
日
時
＝
７
月
23
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　戦没者などの遺族の方へ、国より特別弔慰金
（記名国債）が支給されます。
　対象となる方は、担当係に請求してください。

【支給対象者】
　平成 27 年４月１日を基準日として、「恩給法
による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等
援護法による遺族年金」などの受給者がいない
場合、遺族から１人。
※受給権については優先順位があります。詳し

くは、担当係にお問い合わせください。
【支給内容】
　額面 25 万円、５年償還の記名国債

【請求期限】
　平成 30 年４月２日
※請求期限を過ぎると特別弔慰金を受給できま

せん。ご注意ください。

[ 担当 ] 川▢福祉課 社会福祉係
知▢・ 頴▢支所 福祉係 

第十回特別弔慰金の支給

■事 例

サーバ型プリペイドカード 購入
番号

プリペイドカードの購入を
指示する詐欺業者にご注意！

●プリペイドカードはさまざまなところで広く販売されてい
ることから、トラブルの拡大が懸念されます。
●カードに記載された番号などを相手に伝えることは、購入
した価値を相手に全て渡したことと同じです。あとになっ
て架空請求などによりだまされたことに気づいても、いっ
たん相手に渡した価値を取り戻すことは非常に困難です
ので、次のことに気をつけてください。

①	覚えのない請求などに簡単に返信や連絡をしない。
②	他人から言われて、プリペイドカードを購入したり、カー
ド番号などを伝えたりしない。
③	プリペイドカード番号などを伝えてトラブルとなった場合
は、早急にプリペイドカード発行会社に連絡する。

●不審に思ったときやトラブルとなり困ったときは、すぐに
南九州市消費生活センターなどにご相談ください。

ひとことアドバイス

【お問い合わせ】　
　南九州市消費生活センター（知▢商工観光課内）
　知▢商工観光課 商工水産係　頴▢・川▢支所 地域振興係

消費生
活１１０

番

※市では市民の消費生活に関するトラブル
の未然防止対策、発生したときの相談窓口
として消費生活センターを開設しています。
３月議会においても消費生活環境の充実に
ついて施政方針で表明しました。

【施政方針】（抜粋）
　消費生活環境の充実については、今後も
消費者トラブルの未然防止に向けた情報提
供と啓発活動や相談窓口機能の強化などを
通して消費生活の充実と向上を図ります。
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知▢…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　 川▢…川辺庁舎☎ 0993-56-1111　 頴▢…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　　　　　　　　

国民年金保険料免除などの
申請について

　保険料を納め忘れのまま、障害や死亡といった不慮の
事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金が受け
られなくなる場合があります。
　経済的な理由などで国民年金保険料を納めることが困
難な場合には、保険料の納付が免除または猶予となる「保
険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」があ
りますので、住民登録をしている市役所などの国民年金担
当窓口で手続きしてください。申請書は窓口にあります。
　免除などの受付は７月１日から開始され、平成27年７
月分から平成28年６月分までの期間を対象として審査を
行います。また、２年１カ月前の分までさかのぼり免除申
請をすることができますので、免除申請を忘れていたため
に未納期間がある方は、市役所などの国民年金担当窓口
または年金事務所へ相談ください。

移動年金相談所
〇７月２日（木）南さつま市役所  スタジオ21
〇７月９日（木）指宿中央公民館
〇７月23日（木）枕崎市市民会館
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時
　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。
他市の相談所でも相談可能です。移動年金相談
は完全予約制（定員24人）のため、１週間前まで
に鹿児島南年金事務所へ予約してください。

年 金 だ よ り

年金について分からないことがありましたら、近くの年金事務所
へご確認ください。

　【お問い合わせ】
　　鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111
　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

国民年金保険料は
納付期限までに納めましょう

　平成27年４月分から翌年３月分までの国民年
金保険料は、月額15,590円です。保険料は、日本
年金機構から送られる納付書で、金融機関、郵便
局、コンビニにて納めることができます。また、ク
レジットカードやインターネットなどを利用して
の納付、便利でお得な口座振替納付もあります。
　なお、日本年金機構では、保険料を納期限まで
に納められなかった方に、電話、書面、面談により
早期に納められるよう案内をしています。

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんと
の公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞納
の解消に取り組んでいます。

◎納税に関する相談
　失業・病気などにより一度に納税することが困難
な方や収入がない方につきましては、随時、納税
相談を受け付けています。

【お問い合わせ】�
  収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎本館２階）

27年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4月分 31 30 0 1 0 0 0

（件）

● 知覧税務署からのお知らせ ●

　税務職員採用試験の申込受付を６月22日（月）から開始し
ます。受験資格および受験申込みの詳細は、国税庁ホーム
ページの試験概要（「税務職員採用試験」で検索）をご覧にな
るか、お問い合わせください。
　なお、申込受付期間および申込先は、希望する試験地など
により異なりますのでご注意ください。

【お問い合わせ】
 知覧税務署　☎0993-83-2411（自動音声案内）

～税務職員採用試験の受験者を募集～

● 議会中継が始まります ●
　６月定例会（６月 23 日（火）開会）から、議会本会議の  
動画による生中継が始まります。
　各庁舎ロビーにあるテレビもしくは市ホームページで視聴
できます。

[担当]知▢議会事務局 議事係

☜（市ホームページのバナーをクリック）市　議　会
議会中継などはこちら
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戦
後
70
年
　
平
和
祈
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

開
催
期
間
：
９
月
30
日
（
水
）
ま
で

　

戦
後
70
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

　
　

見
て
・
感
じ
る
真
実
が
こ
こ
に
あ
る

－

。

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産

登
録
申
請
に
関
す
る
記
者
会
見

　

南
九
州
市
は

知
覧
特
攻
平
和

会
館
の
収
蔵
資

料
に
つ
い
て
、

２
０
１
７
年
の

ユ
ネ
ス
コ
記
憶

遺
産
登
録
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
13
日
、

日
本
外
国
特
派
員
協
会
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
霜
出
市
長
は
申
請
物
件
「
知
覧
に

残
さ
れ
た
戦
争
の
記
憶
」
に
つ
い
て
記
者

会
見
を
行
い
、「
特
攻
を
賛
美
、
美
化
す
る

こ
と
や
正
当
化
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

い
。
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
、

二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
申

請
す
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

申
請
物
件
に
つ
い
て
の
外
国
メ
デ
ィ
ア

の
関
心
は
高
く
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
記
者

53
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
記
者
か
ら

は
知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
れ
た
と
き
の

印
象
や
戦
争
責
任
、「
な
ぜ
記
憶
遺
産
登
録

申
請
な
の
か
」
な
ど
の
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

申
請
書
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

会
（
文
部
科
学
省
国
際
統
括
官
付
）
へ
提

出
さ
れ
た
後
、
９
月
に
国
内
候
補
が
決
定

す
る
見
通
し
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産

申
請
書
完
成
報
告
会

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
申
請
書
が
完
成
し
、

６
月
４
日
、市
長
へ
の
報
告
会
と
記
者
会
見

が
知
覧
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。世
界
記

憶
遺
産
推
進
会
議
鶴
田
委
員
長（
副
市
長
）

か
ら
霜
出
市
長
へ
申
請
書
完
成
の
報
告
が

さ
れ
た
後
、記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

申
請
物
件「
知
覧
に
残
さ
れ
た
戦
争
の
記

憶 

＂１
９
４
５
年
沖
縄
戦
に
関
す
る
特
攻

関
係
資
料
群
＂」は
総
力
戦
の
状
況
下
で
人

類
が
至
っ
た
究
極
の
行
為
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
し
、そ
の
歴
史

的
重
要
性
や
希
少
性
を
世
界
的
な
視
点
か

ら
説
明
し
ま
し
た
。記
者
か
ら
は
、前
回
の

申
請
内
容
と
の
相
違
点
、物
件
の
概
要
、世

界
的
重
要
性
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

６
月
15
日
、市
は
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委

員
会
へ
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

記者会見

▼

鶴
田
委
員
長（
左
）か
ら

霜
出
市
長（
右
）へ
報
告

▼

記
者
会
見

　

３
市
（
南
九
州
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
鹿
屋

市
）
の
各
施
設
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
参
加
賞
）
を
も
ら
お
う
！

○
ス
タ
ン
プ
設
置
ポ
イ
ン
ト

・
知
覧
特
攻
平
和
会
館
（
南
九
州
市
）

・
万
世
特
攻
平
和
祈
念
館（
南
さ
つ
ま
市
）

・
鹿
屋
航
空
基
地
資
料
館
（
鹿
屋
市
）

　

さ
ら
に
参
加
賞
引
き
換
え
の
際
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
記
入
し
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
15

人
の
方
に
４
千
円
相
当
の
各
市
の
特
産
品
が

も
ら
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
施
設
に
備
え
て
あ
る｢

平
和

祈
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー｣

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知覧特攻平和会館
　知覧特攻平和会館は飛行
場跡地の北端に建てられてお
り、館内には沖縄戦で特攻戦
死された隊員たちの遺書や手
紙、遺品を中心に、戦闘機な
ども展示されています。

万世特攻平和祈念館
　１階には吹上浜沖から引き揚げ
られ、重要航空遺産に認定された
現存する唯一の零式三座水上偵察
機があり、２階には特攻隊員の “ 至
純の心 ” を綴った「血書」や遺品
が展示されています。

鹿屋航空基地資料館
　旧日本海軍創世期から第二次世界大戦、
現在の海上自衛隊に至る歴史を学べます。

「永遠の０」 にも登場する「零式艦上戦
闘機五二型」や世界で唯一現存する「二
式大型飛行艇」、特攻隊に関する貴重な資
料などが展示されています。

｢平和祈念スタンプラリー｣
パンフレット

﹇
問
﹈
知▢
商
工
観
光
課  

観
光
係

	

南
さ
つ
ま
市  

観
光
交
流
課

	
☎
０
９
９
３-

53-

２
１
１
１

	
鹿
屋
市  

商
工
観
光
課

	

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
１
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研究授業【勝目小：算数】

子どもたちの学力
平成26年度鹿児島学習定着度調査結果の概要

南九州市の学力向上への取り組み

市では、この調査結果を把握・分析することにより、学力に関する課題を明確にし、その改善を図る
ことに役立てています。また、この調査により測定できるのは学力の一部でありますので、子どもたちの
学力を多面的に把握するため、全国学力・学習状況調査や標準学力検査なども実施しています。

市では、今回の調査結果から、子どもに「確かな学力」を身に付けさせるために、学校・家庭・地域の連携を図り、地
域ぐるみで学力向上に取り組むため、次のことに取り組んでいきます。

学年ごとに南九州市と県の平均正答率を比較したものです。昨年度から出題傾向が変
わって「思考力・表現力」を問う出題が多くなり、全体的に正答率が下がっています。今年
度は特に小学校の学力の定着に課題がある結果となりました。

全教科において、県の平均正答
率に比べて４～５ポイント程度下
回る結果となっています。今後は基
礎的・基本的な事項を確実に身に
付けさせるとともに、自分の考え方
を文章で表現する学習を積極的に
進め、思考力・表現力を伸ばしてい
く必要があります。

社会以外の４教科において、県
の平均正答率を上回っており、学ん
だことがよく身に付いていると言え
ます。社会については、社会的事象
についての説明や理由、事象間の
関連を記述することなどに課題が
ありますので、考える力を伸ばす必
要があります。

国語と数学は県の平均正答率を
上回っており、理科と英語はほぼ県
平均並ですが、中学１年生と同様
に社会は低い結果となっています。
中学校においては社会の基礎的・
基本的な知識や思考力・表現力を
いっそう伸ばしていく必要がありま
す。

●調査実施日	 平成27年１月14日～15日
●調査実施学年	 小学校５年、中学校１・２年

南九州市
鹿児島県

各小・中学校では
　○校内研修などでこの調査結果を詳し
く分析し、各教科において指導上の
課題を明らかにします。

○課題解決に必要な指導法を研究し、
指導法の工夫・改善を図ります。

○個人ごとにきめ細かな指導や少
人数指導、習熟度別学習を充実し
ます。

○中学校ブロックごとの小中連携を強
化するとともに、家庭との連携を推
進して家庭学習の充実に努めます。

教育委員会では
　○各学校の学力向上を具現化させる
ために、諸学力検査（CRT、NRTな
ど）を実施するなど、各学校の取り
組みを積極的に支援します。

○各種研修会や校内研修において、
児童生徒が基礎的・基本的な知識
や技能を確実に習得するとともに、
思考力、判断力、表現力を身に付け
ることができるように、「分かる・でき
る・生かす」授業づくりを学校・家庭
と連携し、さらに推進していきます。

各家庭では
　○家庭学習60・90運動を実践し、積極
的に家庭学習や読書（家読）の習慣
化に努めましょう。

○ゲームやお手伝いなど家庭での
ルールを決めたり「早寝・早起き・朝
ごはん」に努めたりして、基本的な生
活リズムをつくりましょう。

40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0 80.0

理科

算数

社会

国語

平均正答率（％）

小学5年

58.258.2
62.162.1

63.963.9
60.060.0

54.054.0
49.249.2

60.660.6
55.855.8

40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0 80.0

英語

理科

数学

社会

国語

平均正答率（％）

中学1年

74.774.7
76.276.2

58.558.5
59.559.5

64.264.2
66.266.2

53.253.2
49.349.3

58.058.0
62.062.0

40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0 80.0

英語

理科

数学

社会

国語

平均正答率（％）

中学2年

64.364.3
64.264.2

45.445.4
43.243.2

55.755.7
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東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
被
災
市
町
村
へ

の
職
員
派
遣
で
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成

27
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
被
災
地
の
復
興

事
業
応
援
職
員
と
し
て
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ

出
向
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発

生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
に
よ

る
津
波
に
よ
り
、
気
仙
沼
市
は
市
街
地
な
ど

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
の

規
模
は
死
者
１
２
６
８
人
（
行
方
不
明
者
含

む
）、
被
災
家
屋
２
万
６
１
２
４
棟
、
被
災

世
帯
９
０
０
０
世
帯
と
過
去
最
大
規
模
の
も

の
で
、
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
現
在
も
、

小
学
校
の
校
庭
や
公
園
な
ど
市
内
各
所
に
点

在
す
る
応
急
仮
設
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
型
）で
は
、

お
よ
そ
２
６
０
０
世
帯
、
６
０
０
０
人
程
の

被
災
者
の
方
が
不
自
由
な
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
建
設
部
計
画
・
調
整
課
に
所
属
し
、

防
潮
堤
建
設
の
住
民
の
合
意
形
成
に
係
る
業

務
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
現
在
も

東
日
本
大
震
災

被
災
地
復
興
へ

〜
宮
城
県
気
仙
沼
市
派
遣
を
終
え
て
〜

社会教育課 社会教育係

塗木  清久

数
カ
所
の
地
域
で
、
防
潮
堤
建
設
の
是
非
、

景
観
や
環
境
へ
の
配
慮
、
高
さ
や
位
置
な
ど

に
つ
い
て
市
内
各
所
で
事
業
の
説
明
が
な
さ

れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
づ
く

り
と
そ
の
街
を
守
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

防
潮
堤
、
海
と
生
き
て
き
た
市
民
と
海
を
隔

て
る
壁
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
見
聞
き
し
た

こ
と
は
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
４
年
以
上
が
経
過
し
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
記
憶
か
ら
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
震

災
以
降
も
被
災
地
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
多
く
の
方
々
が
支
援
し
続
け
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
南
九
州
市
の
方
々
も
被
災
地
へ

関
心
を
寄
せ
、
継
続
し
て
支
援
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
被
災
地
で
仕
事
を
す
る
上
で
大
き
な

励
み
と
な
り
ま
し
た
。
派
遣
職
員
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
で
打
ち
切
り
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の

復
興
の
た
め
に
何
か
を
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
在
任
中
は
気
仙
沼
市
の
職
員
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
九
州
市
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
支
援
と
激
励
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〇市ホームページで、委員会の開催予定や協議資料、会議の記録など
の詳細情報を掲載しています。

内 容 ○新中学校の場所決定のため、県内の中学校再編事例
の報告および分析

 ○頴娃地区の３中学校の校舎など施設の現地視察
 ・教室棟、特別教室棟の校舎の状況
 ・体育館の状況
 ・教室棟周辺の敷地内の空きスペースの状況

協 議

協議報告 第４回  頴娃地区統合中学校開設準備委員会
期日・場所：５月 13 日　えい中央温泉センター研修室、頴娃地区の３中学校など

市ホームページ
学 校 再 編

【担当】  川▢教育総務課  学校再編係

中学校の現地視察

▲
盛
土
造
成
工
事
の
進
む

気
仙
沼
市
鹿
折
地
区

▲高さ 7.2m の防潮堤

平成 27 年国勢調査南九州市実施本部を設置
　６月１日、鶴田副市長を本部長とする「平成 27 年国
勢調査南九州市実施本部」が、市役所内に設置されま
した。
　10 月１日を基準日とし５年に１度行われる国勢調査
は、国の最も基本かつ重要な調査です。今回は、パソ
コンやスマートフォンからインターネットによる回答
ができます。
　９月に統計調査員が各
世帯を訪問しますので、
調査への回答をお願いし
ます。

統計調査員　募集
　統計調査員は、調査票の配布・回収・検査・
整理などを行います。仕事を希望する方は
あらかじめ登録し、実施の際の依頼に応じ
て、統計調査員として従事することになり
ます。調査終了後に国が定める基準に基づ
き、報酬をお支払いします。
　詳しくは、市ホームページをご覧になる
か、担当係までお問い合わせください。

﹇ 担当 ﹈ 知▢企画課 広報統計係▲霜出市長（右）と鶴田副市長（左）
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【お問い合わせ】
川辺保健センター 0993-58-3223　知覧保健センター 0993-58-7221　頴娃保健センター 0993-36-1111　

お役立ち情報
～健康管理編～

（腎臓のろ過のイメージ）

❶ところてんの突き棒は血圧の
　イメージ

老
廃
物

尿
酸

クレア
チニン

　特定健診は腎臓の機能も検査してくれるって聞いた
んだけど･･･どんな検査があるのかしら？？

特定健診での腎機能検査は、クレアチニンの項目になります。
腎臓は、血液をろ過することで体内の老廃物（クレアチニンや
尿酸など）を尿として排出する「血液の最終ゴミ処理場」です。

血液のろ過（ゴミの分別）は腎臓の糸球体でおこなわれま
すが、糸球体はところてん突きのようなものだとイメージす
ると分かりやすいでしょう。

❷たんぱく質などの栄養素を残し、老廃物だけを押し出すイ
メージです。押し出された老廃物は尿として排泄され、ろ
過された血液は全身に送られます。

❶老廃物を含む血液は、ところてんの突き棒（血圧）によって、
ところてん突き（糸球体）の網目でふるいにかけられる。

40歳を過ぎると、このところてん突きの網目は目詰まりを起こして、ろ過機能が衰え、
老廃物が押し出されずに残ってしまうため、血中のクレアチニン値が上昇してしまいま
す。また、eGFRはところてん突きのろ過がどれくらい機能しているか示すもので、40歳
を超えると徐々に下がると言われています。

ところてん突きの機能を衰えさせないためには、血糖値を上昇させな
いこと、血圧を上げないことが大切です。

　腎臓は大事な臓器って聞くけど、どんな
機能があるかよく知らないのよね～

いつから、どんなことに気をつけたらいいのかしら？？

血
圧

まずは

特定健診を
受けましょう！！

❷

１ 一般会計の収支状況

歳入区分 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
（％）

市 税 3,388,047 3,420,582 101.0
地 方 譲 与 税 312,000 312,174 100.1
地 方 消 費 税 交 付 金 404,900 412,942 102.0
地 方 交 付 税 8,521,438 8,771,847 102.9
分 担 金 ・ 負 担 金 288,199 282,393 98.0
国 庫 支 出 金 2,600,268 2,075,690 79.8
県 支 出 金 1,919,664 1,298,306 67.6
繰 入 金 1,573,712 894,702 56.9
繰 越 金 393,594 393,594 100.0
諸 収 入 223,660 185,708 83.0
市 債 2,202,764 1,312,164 59.6
そ の 他 733,109 730,830 99.7

合　計 22,561,355 20,090,932 89.1
※平成25年度からの繰越事業を含みます。

２ 市民の税負担の状況

税　　目 調定額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
（％）

市 民 税 1,311,738 1,193,331 91.0
固 定 資 産 税 1,978,409 1,865,680 94.3
軽 自 動 車 税 124,497 118,968 95.6
市 た ば こ 税 238,102 238,102 100.0
鉱 産 税 4,854 4,501 92.7

合　計 3,657,600 3,420,582 93.5

４ 特別会計の収支状況

特別会計名 予算現額 
（千円）

収入済額 
（千円）

収入率 
（％）

支出済額 
（千円）

執行率 
（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 6,427,242 5,165,386 80.4 5,922,589 92.1
後 期 高 齢 者 医 療 571,216 549,429 96.2 546,417 95.7
介 護 保 険 事 業 4,871,272 4,723,984 97.0 4,412,184 90.6
簡 易 水 道 事 業 274,807 259,419 94.4 240,727 87.6
農 業 集 落 排 水 事 業 76,300 77,532 101.6 74,023 97.0
公 共 下 水 道 事 業 172,063 174,173 101.2 158,823 92.3
※簡易水道事業は、平成25年度からの繰越事業を含みます。

５ 主な市有財産の状況
区　　分 現 在 残 高 内　　容

土 地 15,288,495 ㎡ 面積
建 物 259,113 ㎡ 延べ面積
山 林 188,764 ㎥ 立木の推定蓄積量
有 価 証 券 53,117 千円 株券など
出 資 に よ る 権 利 214,452 千円 出資金、出捐金
債 権 5,990 千円 貸付金など
基 金 9,211,095 千円 各種積立基金および定額運用基金
※表示単位未満は四捨五入をしています。

３ 市債の状況（一般会計）

目的区分
25年度末

現在高 
（千円）

26年度中 26年度末 
現在高見込 
（千円）

26年度末 
市債残高見込(円)元金償還額 

（千円）
借入予定額 
（千円） １世帯当たり １人当たり

普 通 債 14,673,113 1,620,544 1,457,600 14,510,169 850,338 387,589
災 害 復 旧 債 20,552 5,620 0 14,932 875 399
そ の 他 8,114,176 488,924 745,164 8,370,416 490,531 223,587

合　計 22,807,841 2,115,088 2,202,764 22,895,517 1,341,744 611,575
※平成26年度中借入予定額には、平成25年度から繰り越された借入額および平成27年度へ繰り越す事業に係る借入予定額を含みます。
※市債残高見込の１世帯および１人当たりの金額については、四捨五入の関係で合計と一致しない場合があります。

市民の税負担額(円)
１世帯当たり １人当たり

214,346 97,700 
※平成27年3月31日現在

世帯数 17,064世帯 人口 37,437人

歳出区分 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議 会 費 191,591 188,149 98.2
総 務 費 2,937,554 2,501,607 85.2
民 生 費 6,712,562 6,338,030 94.4
衛 生 費 2,270,947 1,669,427 73.5
農 林 水 産 業 費 1,806,675 1,395,349 77.2
商 工 費 379,780 210,830 55.5
土 木 費 1,695,613 1,276,480 75.3
消 防 費 1,100,421 825,823 75.0
教 育 費 2,912,574 2,491,189 85.5
災 害 復 旧 費 25,980 14,046 54.1
公 債 費 2,371,615 2,368,903 99.9
諸 支 出 金 154,681 23,281 15.1
予 備 費 1,362 0 0.0

合　計 22,561,355 19,303,114 85.6

南九州市の財政事情
（平成26年10月1日から平成27年3月31日まで）

市の財政状況は、条例により毎年２回公表するように定められています。
今回の財政事情の公表については、平成26年10月１日から平成27年３月31日までの半年間の財政状況を平成27年５月１日に公

表しましたので、その概要についてお知らせします。

公表
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川辺保健センター 0993-58-3223　知覧保健センター 0993-58-7221　頴娃保健センター 0993-36-1111　

お役立ち情報
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（腎臓のろ過のイメージ）

❶ところてんの突き棒は血圧の
　イメージ

老
廃
物

尿
酸

クレア
チニン

　特定健診は腎臓の機能も検査してくれるって聞いた
んだけど･･･どんな検査があるのかしら？？

特定健診での腎機能検査は、クレアチニンの項目になります。
腎臓は、血液をろ過することで体内の老廃物（クレアチニンや
尿酸など）を尿として排出する「血液の最終ゴミ処理場」です。

血液のろ過（ゴミの分別）は腎臓の糸球体でおこなわれま
すが、糸球体はところてん突きのようなものだとイメージす
ると分かりやすいでしょう。

❷たんぱく質などの栄養素を残し、老廃物だけを押し出すイ
メージです。押し出された老廃物は尿として排泄され、ろ
過された血液は全身に送られます。

❶老廃物を含む血液は、ところてんの突き棒（血圧）によって、
ところてん突き（糸球体）の網目でふるいにかけられる。

40歳を過ぎると、このところてん突きの網目は目詰まりを起こして、ろ過機能が衰え、
老廃物が押し出されずに残ってしまうため、血中のクレアチニン値が上昇してしまいま
す。また、eGFRはところてん突きのろ過がどれくらい機能しているか示すもので、40歳
を超えると徐々に下がると言われています。

ところてん突きの機能を衰えさせないためには、血糖値を上昇させな
いこと、血圧を上げないことが大切です。

　腎臓は大事な臓器って聞くけど、どんな
機能があるかよく知らないのよね～

いつから、どんなことに気をつけたらいいのかしら？？

血
圧

まずは

特定健診を
受けましょう！！

❷
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日時：7月25日（土）午前10時～
場所：ひまわり館

◦エネルギー	 475kcal
◦タンパク質	 19.9ｇ
◦脂　　　質	 13.1ｇ

野菜たっぷりスパゲッティ
栄 養 価　1人分

栄養士
から♪

１品で野菜が140ｇとれるメニューです。オクラ
などの野菜と、サケとの相性も良いです。塩サケを
使う場合は、塩をふらずに使うと良いですね。

❶	トマトはざく切り、玉ねぎはみじん切りに
する。オクラはゆでて薄切りにする。きゅう
りは半月切りにする。

❷	生サケは塩・こしょうをふって耐熱皿に
のせ、ラップをふんわりかけて電子レンジ
(500w)に２分間かけて、ほぐす。

❸	ボウルに①②とＡを入れて混ぜ、冷蔵庫で
冷やしておく。

❹	スパゲッティは表示どおりの時間ゆで、冷
水で冷やす。水気をよくきり、③と和える。

材 料　４人分

☆私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の
活動をしています。地域の公民館などで栄養教室を
したい！旬の食材を使った料理法を知りたい！等々、
ご要望がありましたら、お知り合いの食改さんまたは
保健センターへご連絡ください。

食改さんの
すこやかお薦めレシピ

こんにちは。“食改”です！！
頴娃地区の食生活改善推進員より、ヘルシーレシピをご紹介します。
レモンの酸味やミントの葉の香りが爽やかな、これからの季節にぴったりの
野菜たっぷりスパゲッティです♪作り方

◦スパゲッティ（乾）	 320ｇ
◦トマト	 200ｇ
◦玉ねぎ	 120ｇ
◦オクラ	 120ｇ
◦きゅうり	 120ｇ
◦生サケ	 160ｇ
◦塩	 小さじ１
◦こしょう	 少々

Ａ
◦レモン汁	 大さじ１・1/3
◦オリーブ油	 大さじ２
◦スイートチリソースまたは
タバスコ	 小さじ１弱

◦ミントの葉（あれば）	 少々
◦塩	 小さじ１
◦こしょう	 少々

絵本作家　とよたかずひこ
絵本＆トークライブ

【受付・お問い合わせ】
（午前９時30分～午後7時、休館日は除きます）

●川辺図書室　☎：0993-56-0474　FAX：0993-56-0609
●知覧図書館　☎：0993-83-4939　　●頴娃図書館　☎：0993-27-3311

●ワークショップ　『２時間で絵本をつくっちゃおう』
時間：午前10時～正午
定員：１8人　（小学生のみ）

※市内在住者に限ります。
●絵本＆トークライブ　『ももんちゃんとあそぼう』

時間：午後１時～２時３０分
定員：２0０人
●サイン会

絵本＆トークライブ終了後行います。

ワークショップ・絵本＆トークライブは７月４日
（土）から入場者の申込みを受け付けます。
ワークショップは申し込み多数の場合、抽選とし
ます。絵本＆トークライブは定員に達した時点
で締め切りとなります。入場希望者は各図書館
（室）にある申込書に記入の上、提出してくださ
い。なお、FAXでの受付はできますが、電話での
受付はいたしません。

入場無
料

第8回　南九州市立図書館　読書のつどい

◦カルシウム	 65mｇ
◦食塩相当量	 1.5ｇ
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お手数ですが
５２円切手を

お貼りください

8 9 7 0 3 9 2
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　 　歳　　　性別／  　男   ・   女

広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課  行

おたより
まってます
広報紙を読んだ感想、取り上げてほ
しい記事、最近笑ったこと、身近な
話題などなど、何でもけっこうです
ので、おたよりお寄せください。
52 円切手を貼ってポストから郵送
するか、市役所の各庁舎に設置して
ある『ご意見箱』へご投函ください。

⬅点線に沿って切り取ってください。
( 官製はがきでも可 )

39

　神殿校区は、南九
州市の最北部にあ
り、鹿児島市と南さ
つま市に隣接して
います。自然あふれ
るこの地域では、神
殿川流域の平地に
広がる水田が、昔か
ら川辺地域の中で
もおいしい米がとれる米どころとして有名でした。ホタ
ルが生息するほど清らかな水で育てられたお米「ホタル
舞
ま い

（米）」は、今でも地域住民一押しの農産物です。

▲きれいに咲き並ぶサルビアと神殿校区公
民館の薗田善春館長 ( 左 ) と有村まり子
書記 ( 右 )。

▲毎年２回行なわれるグラウンドゴルフでは未就学児から
90 歳代までの方が参加します。スポーツを通じて校区
民の親睦を深めます。

 「明るく和む神殿校区を創造
します～花と緑で我が郷土を
美しくしよう～」を私のテー
マにして、人づくり・地域づ

くりに励んでいます。

　また、神殿といえば
「ホタル」と連想する
方が多いのではない
でしょうか。５月中旬
から６月上旬にかけ
て川や田んぼのあち
らこちらでたくさん
見ることができます。
そして、ホタルが一
番現れる時期には「ホ

タルの夕べコンサート」が開催され、小学生による神殿
ホタル太鼓の演奏やクイズ、川辺フィルハーモニー管弦
楽団の演奏でにぎわいます。今年は開催 20回記念とし
て、自然の緑色に映えるよう燃える赤色の花サルビアを
植え、コンサートを見に来られた方をお迎えしました。

▲今年のホタルの夕べコンサートも地域の方を
はじめ多くの人でにぎわいました。

▲南九州市の入り口として南薩縦貫道が通り、「神
殿」「軸屋」インターがあります。

～神殿校区の活動紹介～

▲お年寄りを対象に「元気クラブ」という出前講座をして
います。講師と話をしながら体を動かし、大変にぎや
かで大好評です。

神
こ う ど の

殿校区
川辺地域 （自治会）瀬戸山、軸屋、神殿上、神殿中服良、

神之下、下里、大田尾の一部

163世帯、291人（平成27年５月末）

地区・校区巡り②
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南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/
または携帯サイト

携帯電話からも、南九州市の情報をご
覧いただけます。インターネット接続
可能な携帯電話を利用して、南九州市
ホームページの情報の一部を検索でき
ます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題など、
何でもお書きください。

◆読者アンケート
　今月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号 3 つに○印をつけてください。
　１　食生活改善推進員　　２　まちの話題　　３　行政情報　
　４　レシピ　　５　街かど探偵　　６　おたより　
　７　図書館だより　　８　茶飲ん話し　　９　誕生・おくやみ

　毎月、広報紙を読ん
だ感想、身近な話題な
ど『おたより』をお寄
せいただきありがとう
ございます。
　『おたより』について
は、従来どおり郵送で
の受付に加え、南九州
市ホームページからも
送ることができます。

南九州市ホームページ
（http://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の広報紙
ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

　毎月、広報紙を読ん
だ感想、身近な話題な
ど『おたより』をお寄
せいただきありがとう
ございます。
　『おたより』について
は、従来どおり郵送で
の受付に加え、南九州
市ホームページからも
送ることができます。

南九州市ホームページ
（http://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の広報紙
ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

【入力画面】

おたより

P R E S E N T

おたよりをくださった方の中から

プレゼント品を提供いただける方を募集します。
企画課広報統計係☎ 0993-83-2511 
知覧庁舎内線 2050 まで。

当選は発送をもって
(７月21日消印有効)

［ たまご屋のSweets工房
　　　　　　　　RANKO ］より

『500円商品券』
を５人の方にプレゼント！

自家農場でとれた新鮮な卵をふんだんに使っ
ています。どれも可愛くておいしいものばかり。
この夏新しく登場したのは、“フルーツジュレ”
（420円）。暑～い夏も涼しく過ごせそう♪このほ
かにもプリンやシュークリーム、ロールケーキなど
種類も豊富です。ぜひお立ち寄りください。

たまご屋のSweets工房RANKO
お店に入ると甘い香りに包まれて、つい笑顔がこ
ぼれます。どれにしようか選ぶときも、わくわくし
ます。大人気のスウィーツ屋さんです♪
（テラスがありコーヒーやお茶なども無料で、お
店でも食べられます）
　南九州市知覧町郡8067番地1
　（市役所知覧庁舎から鹿児島市方面へ車で約10分）
　☎0993-83-4839（㊡火曜日）

　
毎
月
の
広
報
紙
で
「
食
改
さ
ん
の

す
こ
や
か
お
薦
め
レ
シ
ピ
」
を
必
ず

見
て
い
ま
す
。
三
度
の
食
事
を
作
る

た
め
に
毎
朝
目
が
さ
め
る
と
一
番
に
、

今
日
は
ど
ん
な
食
事
を
作
ろ
う
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
と
て
も
勉
強
に

な
り
、
私
は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
レ
シ
ピ
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
南
九
州
市
　
知
覧
町
　
匿
名
　
77
歳
女
性
）

　
新
緑
が
す
ば
ら
し
い
知
覧
の
町
に

帰
省
中
で
す
。
い
つ
も
飲
ん
で
い
る

お
茶
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
「
茶

飲
ん
話
し
④
」
を
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
ウ
ー
ロ
ン
茶
や
紅
茶
が
同
じ

茶
葉
で
で
き
て
い
る
と
は
驚
き
で
し

た
。
関
西
地
方
で
は
ほ
う
じ
茶
や
玄

米
茶
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
市
場
に

も
っ
と
た
く
さ
ん
南
九
州
市
の
お
茶

が
並
ぶ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
南
九
州
市
　
知
覧
町

Ａ
・
Ｋ
さ
ん
　
60
歳
女
性
）

　
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お

た
よ
り
や
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新商品♪
フルーツジュレ


